
評価能力を高め，問題解決に向かう生徒の育成
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【技術・家庭科研究主題】
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○イノベーションを生み出す創造性の向上
○技術的課題を，望ましさや他への影響を比較・判断し，最適に解決する能力の育成
○技術革新と極めて密接に関わり合う「生活」の自立
○物事を多角的に捉え，他者の意見等を踏まえて意思決定する力の育成

技術・家庭科で育成を目指す資質・能力

Society5.0を支える技術を理解し，その光と影を考え，評価，選択，管理・
運用することができること。また，思考と試行を繰り返し，物事の本質を捉
え，新しい価値の創造に向けて，構想・設計，製作（制作，育成），評価を
行い，技術の発達を主体的に支え，技術革新を牽引すること。

技術分野で育成する「人間の強み」

思考力等 協調性等 主体性等

【技術分野】
使用者と開発者の立場を往還しつつ，
多様な視点の長所・短所に折り合い
をつけて，製品やシステムを評価す
ることのできる力と，よりよいもの
を生みだしていく問題解決能力。

【家庭分野】
自分と家族・地域の人々との立場を
往還しつつ多様な視点で実践活動を
評価することのできる力と，よりよ
いものを産み出していく問題解決能
力。

立場の違う者と協働し，問題解決の
ために主体的に話合いに参加し，意
思決定したり，合意形成したりして
いく態度。

生活や社会の中の問題に気が付く感
性と力。その問題に正面から向き合
い，よりよい生活の実現や持続可能
な社会の構築に向けて，生活を工夫
し創造しようとする態度。

自分自身の家庭生活を見つめ直し，他者の意見等も踏まえて，最善の方法を
判断・決定することができること。また，思考と試行を繰り返し，物事の本
質を捉え，よりよい生活の実現に向けて，計画，実践，評価を行い，家庭生
活や地域を支える一員として，生活場面で直面する様々な問題を解決するた
めに，自分に可能な役割を果たすこと。

家庭分野で育成する「人間の強み」

使用者 開発者

使用者と開発者の立場を往還しつつ，多様な視点の長所・短所に
折り合いをつけて，製品やシステムを評価することのできる力

○ 新しい発想を伝えようとする態度
○ 新しい発想を認めようとする態度
○ 自分の考えと他者の考えの長所・短所に折り合いを付けて，最適解を導き出そうとする態度
○ 他者と協働して粘り強く物事を前に進める態度
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Society5.0を支える，ＡＩ，ロボット等のテクノロジーを学ぶ技術分野 よりよい生活の創造と自立し共に生きる工夫を学ぶ家庭分野

自分自身と家族，地域の方等，異なる考え方を理解し，多様な視
点に折り合いをつけて，判断・発言・行動できる力

自 分 相 手

研究内容

(1)生活や社会の問題を課題化

(2)使用者と開発者の立場を往還する構想設計学習(技術)
自分と相手の立場を往還する生活デザイン学習(家庭)

(3)ニーズとシーズを考慮した製品モデルの開発(技術)
家族・家庭や地域における問題をモデル化(家庭)

カリキュラム・マネジメントの実現に向けて ３年間の題材配列の基本的な考え方

(2)企業・大学等との連携
社会に開かれた教育課程を重視し，

教育活動の質の向上を図る
＜連携先＞
岩泉フォレストマーケティング，
東北電力，(株)ケアテック，酒井
医療，岩手大学理工学部，ヴィラ
加賀野，岩手着物学院，附属幼稚園
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・最先端の研究開発に
ふれ，技術の将来展
望について意思決定

・改善策を家庭・地
域で実践

〇創造性を発揮し，最適解を導き出すことが苦手な生徒の実態
〇組織での意思決定が苦手な生徒の実態
〇教科固有の見方・考え方を働かせる手立ての不足
〇自己肯定感，自己有用感を高める手立ての不足


